
地域と奏でるハーモニー 

コミュニティ・スクールだより 
～地域とともにある学校をめざして～ 

                                         本校 HP 

８月２７日に第３回学校運営協議会を開催しました。学校運営協議会委員の皆様に加えて、本校全教員、元 PTA

役員の皆様など、総勢１５０名で拡大熟議を行いました。また、ファシリテーターとして、県教育委員会生涯学習課 

忰田様、県総合教育センター生涯学習部 梁木様、下都賀教育事務所 鈴木様、椎名様に御協力いただきました。 

冒頭の校長挨拶で、今回の趣旨は「学校教育目標実現のために夢や思いを語り合う」ことであり、子どもたちの

成長を願って私たちにできることは何か、それぞれの立場で語り合う場にしたいとの思いが伝えられ、協議会が始

まりました。各グループに学校運営協議会委員や元 PTA役員など、本校教員以外の方に１名ずつ入っていただき、

７～８名を１グループとして、合計１９グループが校内の各会場に分かれてリモートでの実施となりました。アイスブレ

イクでは、夏の思い出や駄菓子の話など各グループの雰囲気が和み、熟議がスタートしました。 

                                    

第３回学校運営協議会の主な内容              

①アイスブレイク 

②今年度のコミュニティ・スクールで 

目指すこと（趣旨説明） 

③熟議 

④発表・共有 

⑤まとめ 

 

各部会のテーマ〔意見・提案を踏まえて各部会で設定したテーマに沿って、熟議を行いました。〕 

①未来WAKUWAKU部会 ②地域と人との交流部会 ③学校教育支援部会 ④地域学校協働部会 

・卒業後の就労や居場所

（施設等）についての情

報がほしい 

・卒業生からの情報収集

ができるとよい 

・子どもたちが未来に希

望をもって卒業できるよ

うにするためには など 

 

 

【テーマ】 

卒業後の進路について考

える 

・保護者と子どもが地域

とつながるためには 

・保護者同士のつながり

づくりが必要（学校・地

域・居住地） 

・とちぎ未来アシストネ

ットの活用  など 

 

 

 

【テーマ】 

学校と地域が一緒にでき

ることは 

・教育課程（日々の授業）

の中で、子どもの学びを

豊かにするには 

・教員と保護者の良好な

関係づくりが必要 

・学校で子どもたちを地

域社会とつなげる（慣ら

す）ためには   など 

 

 

【テーマ】 

授業で子どもが豊かな体

験をするには 

・学校から地域、地域か

ら学校と双方向に貢献し

合えるようになるには 

・子どもを中心に、学校、

家庭、地域が連携してで

きることとは 

・子どもの自立を目指し

て、必要な力を身に付け

させるには   など 

 

【テーマ】 

子どもを核に双方向で連

携できること 

 

拡大熟議について 

 

 

 

 

 

栃木県立栃木特別支援学校 

令和７年９月発行 第３号 

各グループで「できたらいいな！」という視点で様々なアイデア

が出され、その中からぜひ実現させたいアイデアを絞りこみまし

た。また、そのアイデアを実現するために解決しなければならない

課題についても話し合いました。（裏面に続く） 



 

 

 

 

 

 

次回、第４回学校運営協議会では、各グループから出されたアイデアについて、学校運営協議会委員の皆さん 

で協議を行います。 

 

―地域とともにある学校をめざしてー 

活動報告 

出張駄菓子屋 第２弾！！ 

 

 

 

 

 

  

 

  今回は肢体不自由教育部門小学部の児童が出張駄菓子屋で買物体験をしま 

した。先生と一緒に買物することを通して、お菓子を自分で選んだり、欲しいお 

菓子を先生に伝えたりする経験ができました。 

  肢体不自由教育部門の小学部では、多くの児童が車椅子を利用しています。 

また、体調管理に配慮を要する児童も多く在籍しています。近隣の商業施設や店舗に買物に行くためには、移動

時間の問題、学校を離れる際の体調管理の問題等、様々な問題を解消しなければなりません。しかし、出張駄菓子

屋のお店が学校に来てくれることで、様々な問題を一気に解消できました。 

 

高等部農園芸班 「こども食堂 cafe田じ庵」に野菜を提供！！ 

高等部の農園芸班が収穫した野菜を「cafe田じ庵」に提供しました。今回はナス、 

ピーマン、オクラをお届けしました。「cafe田じ庵」は、子ども食堂の運営もしており、 

地域の子どもたちが安心して過ごせる居場所を提供しています。今後も季節ごとの 

野菜をお届けできるように、農園芸班は作業学習を頑張ります。 

 

 

・10月 18日（土） 皆川城址まつりに栃木特別支援学校が出店します。 

・11月 15日（土） 本校の学校祭（しらさぎ祭）を開催します。 

 

「しらさぎ祭」では、本校生徒による模擬店や作業製品の即売のほか、近隣の障害福祉施設も出

店し、お菓子やパン、作業製品などを販売します。 

〔栃木市内から出店する福祉施設〕 

障がい福祉サービス事業所 Honu（都賀町）、ハートフルふきあげ（都賀町）、クローバー（神田町）、ゆーあ

い工房（城内町）、アルファーム（岩舟町）、わらしべの家（大宮町）、なすびの里（大光寺町） 

 

ぜひお立ち寄りください！！ 

「保護者同士の情報交換ができる場を作る」や「施設や卒業生と

のつながりの場を作る」、「地域と連携した防災キャンプ」や「地域

とコラボ製品を作る」など、保護者同士が「つながる」、卒業生と

「つながる」、地域と「つながる」様々なアイデアが出されました。 

 


